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形 質 細 胞 が 1 個 /10HPF以上認 め る も の をC E と診断した。残りの検体は細切した後、 
コラゲナーゼおよび溶血処理した後、MACS Separatorで CD45陽性細胞を分離した。 
分離したサンプルはThl、Th2細 胞 解 析 用 とThl7、制 御 性 T (Treg)細胞解析用に分 
け、Thl、Th2 細胞解析用は PMA、Ionomycin、Monensin を加えて 37cC 、5%C02下で 4 
時間インキュペートし、Thl7、Treg細胞角率析用はPMA、lonomycin、Brefeldin A を加 
え て 37°C、5%C02下 で 3 時間インキュベートした。細胞表面抗原の染色後、固 定 •膜  
透過処理を行い、細胞内染色を行ったのち、Flow Cytometry (FACSCantoH) で解析し 
た。 また、T h 細胞と形質細胞の関連を検討するため、C E 患者の着床期子宮内膜パラ 
フィン包埋標本に対してCD4お よ び CD138蛍光免疫染色を施行した。
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________________________________________________________________________ (続紙）
【結果】CE群 12例、non-CE群 7 例を対象とした。CE群 お よ び non-CE群の子宮内膜 
におけるFlow Cytometryでの角?析では、 リンパ球あたりのCD4陽，性 T 細胞数にはCE 
群 お よ び non-CE群で差は無かった。一方で、CE群 は non-CE群 に 比 べThl細胞が有意 
に多く、Th2細胞が少なかった。Thl7細胞、Treg細胞について差は認めなかった。ま 
た、それぞれの細胞数の比を検討したところ、Thl/Th2細 胞 比 はCE群で増加していた 
が、Thl/Treg細胞比、Thl7/Treg細胞比に差は認めなかった。次に、Flow Cytometry 
で の CD4陽性細胞中のThl• Th2細胞の割合とCD138免疫組織染色での形質細胞数の 
相関を検討すると、C Eで は CD138陽性細胞が増えるほどThl細胞は増加し、Th2細胞 
は減少した。子宮内膜におけるTh細胞と形質細胞の分布について検討するため、7 例 




ことが知られているが、C EではこのTh細胞のバランスが変動していた。また、C Eで 
は子宮内膜の形質細胞数が増加するほどThl細胞優位となり、T h 細胞は形質細胞周 
囲に集蔟していた。 この要因として、以下の可能性が考えられる。
① C Eの原因となる細菌やウイルスに対して、Thl細胞と形質細胞が共に免疫応答して 





今回の検討では、Treg細 胞 や Thl7細胞には変動は認められなかった。一方で、CE症 
例 で Thl/Th2細胞比は上昇していたが、Thl/Treg細胞比には有意差が認められなか 








の 増 加 と 共 にThl細胞の割合が増加すること、T h 細胞は形質細胞周囲に集簇してい 
ることから、C Eは着床期子宮内膜内のTh細胞バランスを修飾することを明らかとし 
た。
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5) 慢性子宮内膜炎の内膜では、形 働 EB胞周・こCD4陽性T細胞の鍵が見られた。
本論文は、慢性子宮内膜喪の内膜では、Thl細胞が優位となるバランスの変化が生じて 
いることが判明し、慢性子宮内膜凝について新たな知見を与えたものであり、また最終 
試験として論文内容に関連した試問を実施したところ合格と判断されたので、博 士 （医 
学）の学位論文に値するものと認められた0
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